
－29－

（３）まちづくりの進め方

項目 内 容

（１班）

バス停付近の駐輪場づくり（南原土手など）

・バス停付近の駐輪場を地域で管理（組織づくりが必要）

・自転車の共同利用のルールづくり

・自転車やバスなど公共交通を地域で管理していく協議会づくり

屋敷の大きい樹木の保全・管理

・現況調査（回覧板でアンケートなど）

・樹木の剪定ができる人の人材バンクづくり

・地域通貨の発行（剪定だけからなど、簡単なことからスタート）

・どう始めるかを連合会長と協議する

『ピンピンコロリ組合』（農業型の福祉村）

・リタイアした人を中心として農地を活用する農業組合

・農地、農具、人材、生産販売網、これまで培った経験やノウハウなどを

活かすためにネットワーク化

・自立しつつ、支えあう

地域における主な取組み

～地域別懇談会で

話し合ったこと～

（２班）

キーワードは「コミュニティ、交流」

・実現には「市の支援、リーダー」が必要（担い手はいる）

・道具は「これまでのイベントや公園管理などから」

・自治会などを中心にしたまちづくりのための協議会づくり

・工場と住民による連携（みどりや広場、イベントなど）

・自治会同士、新旧住民間の連携・交流や良い取組みの共有化

・防犯まちづくりの拡充（街灯など防犯施設の見直しと運営）（中原地区）

・住民による宅地内農地の活用（大野地区）

～直ぐに、協働でできること

・身近な広場・公園や街灯などの管理・運用、防犯活動など

・自転車の活用

～時間がかかるが、直ぐに、協働でやらなければならないこと

・農地の保全

・新しい交通システム

～お金と時間がかかり、市にお願いすること

・道路整備
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（４）参考図（分野別の主な意見）
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（５）懇談会の様子

第１回懇談会時

第２回懇談会時

第３回懇談会時


